
平成３０年度  事業報告書（モデル的事業） 

 

団体名：国府町まちづくり協議会 

１．モデル的事業名 アーカイブズ構築事業 

２．事 業 名 
飛騨国府歴史まちづくり推進事業 

「飛騨国府アーカイブズ」構築事業 

３．事業期間 Ｈ３０～Ｒ２（３年） ４．事業進捗率 1０％ 

４．目  的 

地域の豊かな歴史文化遺産を未来に継承していきたいが、適切に収蔵され

ていない。特に個人所蔵に帰している文化財については、散逸・滅失の危機

に瀕している。 

 本事業では、地域にある収集・保存すべき歴史資料等の現状確認および記

録保存を行う。また、その利活用を検討する。 

５．事業実績 

【平成 30年度】 

・各資料調査～目録作成、資料整理 

 ①今、瓜巣、上広瀬、三川、宇津江他の各区有文書及び字絵図を撮影 

 ②大坪二市資料、国府小学校資料、岡村利平資料の撮影 

 ③国府小学校資料の目録作成 

・先進事例の成果報告 

 ①歴史まちづくり講演会の実施 

テーマ：「地域の歴史遺産をどう活かすか」 

講 師：大塚友恵(NPO法人ニワ里ねっと） 

６．事業効果 

・各地区の区有文書の撮影で得られた知見は、国府町まちづくり協議会の

一般事業で実施した５回の「ふるさと歴史教室」で活用を図り、明治以

前の地域の様相を視覚的に伝える上で有用であった。 

・調査の結果、一部の保管状況が悪くカビが発生している史料群があり、

カビの除去と保管環境の改善策を施した。 

・区有文書の調査・撮影にあたっては各地区で町内会長や役員、あるいは

古老の皆さんに立ち会って頂き、貴重な資料が保管されていることにつ

いて認識して頂くことができた。 

・先進事例の成果報告として NPO法人ニワ里ねっと（犬山市）の取り組み

を紹介して頂き、参加者に“歴史まちづくり”の取り組みに対する意識

の向上を図ることができた。 

７．今後の見通し・ 

課題 

・地域住民からの資料提供がこちらからの呼びかけだけでは実現しておら

ず、さらに積極的な働きかけが必要である。 

・収集した資料を講座等で活用することで、地域の皆さんに地元の魅力を再

発見してもらったり、貴重な資料が身近な場所にあることを認識してもら

えるよう努力したい。これにより、課題の多い地域資料の保存について問

題意識の共有を図ることができると考えている。 

・資料の公開にむけて著作権等の権利関係についての理解が必要であり、未

実施となった著作権関連の勉強会は今後ぜひ実施したい。 

 

 



事業実施内容 

月 日 項 目 事業内容（対象・方法等） 摘 要 

6月 22日 資料調査・撮影 
大坪二市資料（国府町考古資料等収蔵

庫） 
  

6月 26日 

 

資料調査・撮影 

→目録作成 

国府小学校資料（戦前の学校日誌な

ど） 

→目録作成 

  

6月 28日 報告 

国府史学会 6月例会 

「大坪二市資料の可能性」 

 報告者：堀 祥岳 

  

9月 18日 資料調査・撮影 今字絵図（国府支所）   

9月 22日 資料調査・撮影 今区有文書（今・稲荷神社）   

10月 20日 資料調査・撮影 瓜巣区有文書（瓜巣公民館）   

10月 27日 資料調査・撮影 上広瀬区有文書（上広瀬公民館）   

11月 2日 資料調査・撮影 上広瀬・三川字絵図（国府支所）   

11月 4日 資料調査・撮影 三川区有文書（三川公民館）   

11月 19日 資料調査・撮影 宇津江字絵図（国府支所）   

11月 23日 資料調査・撮影 宇津江区有文書（宇津江公民館）   

１2 月 4日 資料調査・撮影 蓑輪・鶴巣字絵図（国府支所）   

12月 6日 資料調査・撮影 飛騨史料（国府支所）   

3月 9日 先進事例の成果報告 

歴史まちづくり講演会 

「地域の歴史遺産をどう活かすか」 

 講師：大塚 友恵氏 

(NPO法人ニワ里ねっと） 

参加者：47名 

 

  



 

平成３０年度 国府まちづくり協議会 収支決算書（モデル的事業） 

「飛騨国府アーカイブズ」構築事業 

 

【収 入】      単位：円 

区  分 当初予算 補正額 変更後予算額 決算額 差引額 内  訳 

市補助金 100,000  △ 40,000 60,000 60,000 0 協働のまちづくり支援金（モデル的事業） 

自主財源 0  1,837  1,837  1,837  0    

       

合  計 100,000  △ 38,163 61,837 61,837 0  

 

【支 出】          単位：円 

事業・科目 
当 初 

予算額 

 
補正額 

 変更後 

予算額 

 
決算額 

 
差引額 

 

支援金充当額 支援金充当額 支援金充当額 支援金充当額 支援金充当額 

事業費 100,000 100,000 △38,163 △40,000 61,837 60,000 61,837 60,000 0  0  

 報償費 40,000 40,000 △10,000 △10,000 30,000 30,000 30,000 30,000 0 0 

 旅費 25,000 25,000 △14,740 △15,000 10,260 10,000 10,260 10,000 0 0 

 需用費 5,000 5,000 1,577 0 6,577 5,000 6,577 5,000 0 0 

 委託費 30,000 30,000 △15,000 △15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 0 0 

合  計 100,000 100,000 △38,163 △40,000 61,837 60,000 61,837 60,000 0 0  

 

 

 

 

  



 

平成３０年度 国府まちづくり協議会 支出内訳書（モデル的事業） 

 

     単位：円 

事業・科目 決算額 
 

内  訳 
支援金充当額 

事業費    

 報償費 30,000 30,000  

  謝礼 30,000 30,000 歴史まちづくり講演会講師謝礼 

 旅費 10,260 10,000  

  旅費 10,260 10,000 歴史まちづくり講演会講師旅費 

 需用費 6,577 5,000  

  消耗品費 6,577 5,000 ビデオアダプタ、ファイル 

 委託料 15,000 15,000  

  委託費 15,000 15,000 テキスト原稿料 

合  計 61,837 60,000  

 

 


